
 

 

 

 

 

 

 

「広島県道路整備計画 2021」の進捗状況について 

 

１ 要旨・目的 

  「広島県道路整備計画 2021（以下、「計画」という）」に掲げる成果目標等の進捗状況

について、総点検を行ったので、その結果を報告する。 

 

２ 現状・背景 

  社会資本未来プランの関連計画として、本計画を令和３年３月に策定（計画期間：令和

３年度～令和７年度）し、計画的に事業を推進している。 

この度、計画策定から２年が経過したことから、進捗状況の取りまとめを行うととも

に、進捗状況を踏まえた今後の見通しも含めて報告するものである。 

   

３ 概要 

(1) 対象者                 

県民・道路利用者 

 

(2) 事業内容（実施内容）                              

ア 事業量確保の状況 

投資額については、国の「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」な

ど有利な財源を最大限活用しながら事業量の確保に努め、計画期間（令和３年度～令

和７年度）の投資予定額約2,150億円に対し、令和５年度当初予算までの実績は1,561

億円となっている。 

 

イ 事業実施状況（令和５年７月末時点） 

計画箇所数 523 箇所のうち、411 箇所で事業に着手しており、このうち、完成箇所

については、計画している 380 箇所に対して、38 箇所の完成となっている。 

区  分 
計画箇所数（Ｒ３～Ｒ７） 事業化箇所数 

完成 継続 計  うち完成 うち部分完成 

 道路・街路 49 93 142 142 2 4 

改築系 交通安全 32 50 82 75 3 1 

 小計 81 143 224 217 5 5 

 橋梁耐震補強 39 0 39 39 4 - 

防災系 法面災害防除 260 0 260 155 29 - 

 小計 299 0 299 194 33 - 

合計 380 143 523 411 38 5 

※事業化箇所数には，調査設計などに着手している箇所を含む。 
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ウ 主な新規着手箇所（Ｒ３～Ｒ５）   

区  分 路線名 箇所名 市町名 

改築系 道路・街路 （主）鞆松永線 鞆 福山市 

（都）宮浦西野線 宮浦～西野 三原市 

交通安全 （国）432 号 高野町新市 庄原市 

防災系 橋梁耐震補強 （国）375 号 新大渡橋 東広島市 

 法面災害防除 （主）音戸倉橋線 倉橋（18箇所） 呉市 

 

エ 主な完成箇所（令和５年７月末時点）※部分完成含む 

区  分 路線名 箇所名 市町名 

改築系 道路・街路 （国）375 号 日下～引宇根 三次市 

交通安全 （主）大崎上島循環線 大田 大崎上島町 

防災系 橋梁耐震補強 （国）186 号 栗栖大橋 廿日市市 

法面災害防除 （国）191 号 坪野～穴（３箇所） 安芸太田町 

 

オ 成果指標による点検結果 

計画に掲げる成果目標の達成に向けて、現時点では概ね順調に進捗しているが、用

地交渉や地元調整の難航、資材価格高騰の影響などにより、事業進捗に遅れが生じて

いる箇所がある。 

施策項目 

目標・指標 

項目 
現状値 

（Ｒ２） 

目標値 

（Ｒ７） 

目標値 

（Ｒ４） 

実績 

（Ｒ４） 

進捗 

状況 

県土強靭化のため

の道路ネットワー

クの強化 

緊急輸送道路の災害時通行

止箇所（ビジョン指標） 

190 箇所 

（Ｈ27～Ｒ元） 

160 箇所 

（Ｒ３～Ｒ７） 
－ 

25 箇所 

（Ｒ３～Ｒ4） 
順調 

緊急輸送道路における防災

対策実施済延長（率）（KPI） 

454.5km 

（28%） 

799.2km 

（49%） 

503.2km 

（31%） 

504.2km 

（31%） 
順調 

安全で快適な道路

空間の形成 

通学路の交通安全プログラ

ムに基づく危険箇所の歩道

設置箇所数 

42 箇所 73 箇所 － 44 箇所 遅れ 

物流生産性向上の

ための道路ネット

ワークの構築 

年間渋滞損失時間（ビジョ

ン指標） 

4,500 万

時間 

3,500 万

時間 
－ 

4,180 万

時間 

概ね 

順調 

主要渋滞箇所における対策

箇所数（KPI） 
15 箇所 ７箇所 10 箇所 12 箇所 

概ね 

順調 

広島空港に60分で到達可能

な圏域の人口 
149 万人 162 万人 － 154 万人 順調 

地域内外の交流連

携を支える道路ネ

ットワークの構築 

高速道路 IC から 30 分で到

達可能な主要観光地等の割

合（※１） 

81% 83% － 82% 順調 

コンパクトで持続

可能なまちづくり

に資する道路整備 

現況 1 車線バス路線区間延

長（※２）（KPI） 
36.8km 31.2km 32.5km 32.7km 

概ね 

順調 

広島県における自動車の

CO2 排出削減量（※３） 
２千ﾄﾝ/年 ８千ﾄﾝ/年 － 7 千ﾄﾝ/年 順調 

居住誘導区域（※４）における

利便性の向上に資する道路

整備の完成延長（※５） 

― 18.4km － 1.2km 遅れ 

道路施設の適正な

維持管理 

１巡目点検で健全度Ⅲであ

った橋梁の修繕割合（※６） 
30% 100% － 55% 

概ね 

順調 
（※１）主要観光地数 538箇所  （※２）交通量 500台/日以上  （※３）基準年：Ｈ28 
（※４）令和２年度末で立地適正化計画を策定している７市（広島市を除く）が設定した区域 
（※５）Ｒ３～Ｒ７の居住誘導区域における道路整備延長：59.9km 
（※６）Ｈ26～Ｈ30の１巡目点検で健全度Ⅲと判定された橋梁数：485 箇所 
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遅れの要因と対応 

項   目 要   因 対   応 

通学路の交通安全プログ

ラムに基づく危険箇所の

歩道設置箇所数 

用地交渉や地元調整の難航

などにより、工事に着手で

きていない箇所がある。 

地元市町と連携を図りなが

ら、粘り強く理解を求めて

いく。 

進行管理を徹底し、工程回

復に努める。 

居住誘導区域における利

便性の向上に資する道路

整備の完成延長 

 

(3) スケジュール 

― 

 

(4) 予算（Ｒ５当初予算、Ｒ４補正予算） 

539 億円 

 

(5) 今後の対応 

引き続き、計画に掲げる成果目標を達成できるよう、地元市町と連携を図りながら事

業を推進するとともに、事業実施状況の点検や適切な工程管理などを行い、着実な事業

進捗を図る。 

 

４ その他（関連情報等） 

  ― 
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至鳥取県
米子市

至尾道市

54

375

375

184

ＪＲ三江線

54

433
三次ＩＣ

三次JCT/IC

口和IC

門田トンネル

島根県

広島県

至島根県大田市 至島根県松江市

至呉市
至広島市至大竹市

183

（H30.4廃線）

一般国道３７５号は、広島県呉市を起点とし、東広島市、三次市を経て
島根県大田市に至る重要な幹線道路である。
三次市日下町引宇根～作木町香淀間の整備により、狭隘で離合困難な
未改良区間と大雨による事前通行規制や冠水区間が解消され、安全で円滑
な交通の確保が期待される。

取組方針⑤ コンパクトで持続可能なまちづくりの推進 広島県道路整備計画2021

背景・整備効果

事業の概要

事 業 箇 所 ： 広島県三次市日下町引宇根～作木町香淀

事 業 内 容 ： バイパス整備及び現道拡幅 Ｌ＝４．１ｋｍ

完 成 年 度 ： 令和５年３月バイパス整備（Ｌ＝３．６ｋｍ）完成

整備前 整備後（令和５年３月）

道 路 一般国道３７５号道路改良事業（日下～引宇根）【三次市】

（国）３７５号（日下～引宇根）

Ｌ＝４．１ｋｍ

事業箇所

狭隘区間の離合困難状況

鳴瀬清流(なるせせいりゅう)トンネル

至三次市街

現道
（狭さく部、離合困難）

位置図
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（写真）（写真）

主要地方道大崎上島循環線は、大崎上島町大串を起点とする島内循環道路で
ある。
事業区間は東野小学校への通学路として利用されているものの、歩道がなく見
通しの悪い状況であった。そのため、車道と歩行空間を分離することで、児童をは
じめとする歩行者の安全を確保することを目的に、歩道整備を実施したものである。

取組方針② 安全で快適な交通環境づくりの推進 広島県道路整備計画2021

道 路 主要地方道大崎上島循環線交通安全対策事業（大田工区）【大崎上島町】

背景・整備効果

事業の概要

事業箇所 ： 広島県豊田郡大崎上島町大田

事 業内 容 ： 歩道整備 Ｌ＝７５ｍ

完 成年 度 ： 令和５年５月完成

整備前 整備後（令和５年５月）

（位置図）

至垂水

至木江

至垂水

至木江

事業箇所

（主）大崎上島循環線
（大田工区）

大崎上島町

東野小学校

L=285m

国土地理院の電子国土Webのﾃﾞｰﾀをもとに道路整備課作成

位置図

(主)大崎上島循環線

L=210m（R2年度完成）

L=75m（R5年度完成）
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一般国道１８６号は、島根県江津市から広島県大竹市まで中国山地を南北
に縦断する主要な幹線道路である。
栗栖大橋は緊急輸送道路上の橋梁であり、大規模地震の際の被害を未然
に防止し、発災直後から生じる救急救命活動や復旧支援活動を支えるため、
耐震補強工事を行うものである。

（位置図）

取組方針① 防災・減災対策の充実・強化 広島県道路整備計画2021

背景・整備効果

事業の概要

整備前 整備後（令和５年１月）

道 路 一般国道１８６号 橋梁耐震補強工事（栗栖大橋）【廿日市市】

事業箇所

（国）１８６号
栗栖大橋工区
Ｌ＝８4.5ｍ

国土地理院の電子国土Webのﾃﾞｰﾀをもとに道路整備課作成

①

②

事業箇所 ： 広島県廿日市市栗栖

事業内容 ： 耐震補強工、塗装塗替え L=８４．５ｍ

完成年度 ： 令和５年１月完成

位置図

（撮影方向①） （撮影方向②） （撮影方向①） （撮影方向②）

(主)廿日市佐伯線
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（位置図）

一般国道１９１号は、山口県下関市から島根県益田市を経由して広島県
広島市に至る主要な幹線道路である。
事業区間は豪雨時の事前通行規制区間に指定されていることに加え、
河川と急峻な山に挟まれ、落石等が生じると通行に著しい支障を及ぼすお
それがある。そのため、予め落石対策工事等を実施し、災害の発生を未然
に防止するとともに、災害に強い安全な道路交通を確保するものである。

取組方針① 防災・減災対策の充実・強化 広島県道路整備計画2021

背景・整備効果

事業の概要

事 業 箇 所 ： 広島県山県郡安芸太田町坪野～穴

事 業 内 容 ： 落石対策工、法枠工 （３箇所）

完 成 年 度 ： 令和５年３月 坪野工区（２箇所）完成

整備前 整備後（令和５年３月）

道 路 一般国道１９１号道路災害防除事業（坪野～穴工区（３箇所））【安芸太田町】

（国）１９１号
坪野工区（A箇所）

国土地理院の電子国土Webのﾃﾞｰﾀをもとに道路整備課作成

事業箇所

（撮影方向①） （撮影方向②） （撮影方向①） （撮影方向②）

①

②

（国）１９１号
坪野工区（B箇所）

（国）１９１号
穴工区

位置図

坪野工区（Ａ箇所） 坪野工区（Ａ箇所）坪野工区（Ｂ箇所） 坪野工区（Ｂ箇所）

中国縦貫自動車道

(一)下佐東線

(一)中筒賀下線
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